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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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某
署
で
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」

制
度
の
周
知
の

た
め
、
受
付
横

の
待
合
ブ
ー
ス

に
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
設
置
し
、
説
明
の
ビ
デ

オ
を
流
し
て
い
る
。
有
意
義

な
方
策
だ
と
は
思
う
が
、
そ

の
ビ
デ
オ
が
最
近
、
よ
く
フ

リ
ー
ズ
を
起
こ
し
て
し
ま

う
。「
夏
バ
テ
か
？
」「
一
日

中
し
ゃ
べ
り
続
け
て
も
、
誰

も
聞
い
て
な
い
か
ら
、
ビ
デ

オ
も
馬
鹿
ら
し
く
な
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
の
か
」
と
は
職
場

の
声
▼
冗
談
は
さ
て
お
き
、

こ
の
　
月
か
ら
本
人
通
知
が

10

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

職
員
に
対
す
る
研
修
が
後
手

に
回
っ
て
い
る
感
は
否
め
な

い
。
職
場
対
応
で
の
ト
ラ
ブ

ル
が
危
惧
さ
れ
る
▼
そ
れ
以

上
に
危
惧
さ
れ
る
の
は
、
個

人
情
報
は
、
確
実
に
保
護
さ

れ
る
の
か
。
官
民
を
問
わ

ず
、
情
報
の
流
失
・
漏
え
い

が
後
を
絶
た
な
い
だ
け
に

「
大
丈
夫
」と
言
わ
れ
て
も
安

心
で
き
な
い
。

〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉中
か
ら
動
い
て
白

の
眼
形
を
奪
い
ま
す
。

（
7
分
で
二
、
三
段
以
上
）

 不払い残業を助長する
　　『フレックスタイム制』拡充反対！

人
勧
特
集

　
人
事
院
は
給
与
に
関
す
る
勧
告
と
合
わ
せ
て
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
一
般

職
国
家
公
務
員
を
対
象
と
す
る
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
の
拡
充
を
し
、
来
年

４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
よ
う
、
勤
務
時
間
法
の
改
正
を
勧
告
し
ま
し
た
。

　
国
公
労
連
・
全
国
税
は
、
早
出
を
含
む
超
勤
の
増
加
解
消
や
、
不
払
い
手
当
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
、『
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
』
拡
充
に
反
対
の
立
場
で
す
。

の
だ
ろ
う
か
？

　
最
大
の
問
題
点
は
、
前
号

で
も
指
摘
し
た
通
り
民
間
で

は
労
使
協
定
に
基
づ
き
労
働

者
が
自
由
に
選
択
で
き
る
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表

６
参
照
）
が
、
今
回
の
勧
告

内
容
は
政
府
の
要
請
に
追
随

し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

労
働
組
合
の
意
見
が
取
り
入

　
な
ぜ
拡
充
か
？

　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
は
大

企
業
で
は
　
・
7
％
採
用
さ

27

れ
て
い
ま
す
が
１
０
０
人
未

満
の
中
小
企
業
で
は
３
％
 

（
厚
生
労
働
省
　
年
就
労
条

26

件
総
合
調
査
）
と
低
い
状
況

下
で
、
な
ぜ
国
家
公
務
員
に

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
急
ぐ

れ
ら
れ
て
い
な
い
事
で
す
。

　
国
公
労
連
は
人
事
院
と
の

交
渉
で
「
①
増
員
が
は
か
ら

れ
る
見
込
み
が
な
い
状
況

で
、
官
庁
執
務
時
間
や
窓
口

取
扱
時
間
な
ど
と
の
関
係

で
、
長
時
間
・
過
密
労
働
と

不
払
い
残
業
の
増
加
を
も
た

ら
す
可
能
性
が
高
い
②
勤
務

時
間
法
に
定
め
ら
れ
た
各
省

各
庁
の
長
が
職
員
の
勤
務
時

間
を
割
り
振
る
仕
組
み
が
そ

の
ま
ま
残
る
③
職
員
ご
と
に

異
な
る
勤
務
時
間
を
管
理
す

る
た
め
（
勤
務
時
間
の
割
振

り
例
は
図
表
５
参
照
）
に
、

膨
大
な
作
業
量
が
想
定
さ
れ

る
上
、
在
庁
時
間
の
延
長
に

と
も
な
い
、
光
熱
費
の
経
費

増
や
、
施
錠
な
ど
庁
舎
管
理

体
制
を
改
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
指

摘
し
、
抜
本
的
な
対
策
が
取

ら
れ
な
い
限
り
今
勧
告
で
の

導
入
に
反
対
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
政
府
の
言
う
「
女

性
の
活
躍
や
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
」
の

た
め
に
は
、
介
護
や
育
児
な

ど
の
責
任
を
負
う
職
員
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
総
労
働
時
間
を
変
え
労

働
時
間
短
縮
を
前
提
と
し
な

け
れ
ば
十
分
な
両
立
支
援
制

度
の
拡
充
と
は
な
ら
な
い
と

も
指
摘
し
ま
し
た
。

　
税
務
の
職
場
で
も
、
早

出
・
残
業
が
蔓
延
し
て
い
る

現
状
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、

た
だ
勤
務
時
間
が
長
く
な

り
、
不
払
い
超
勤
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
た
だ
で
さ
え
少
な
い
人

数
で
対
応
し
て
い
る
窓
口
業

務
が
、
管
運
部
門
の
労
働
強

化
を
招
き
ま
す
。
確
定
申
告

期
の
体
制
を
ど
う
す
る
か
を

含
め
、
解
決
す
べ
き
問
題
が

山
積
み
で
す
。

税
務
水
準
差
は
４
級
で
大
幅
減
少
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税
務
水
準
差
を
分
か
り
易

く
説
明
す
る
と
、
他
の
行
政

職
と
税
務
職
を
比
較
し
た
場

合
、
専
門
性
・
困
難
性
に
配

慮
し
、
税
務
職
俸
給
表
が
独

自
に
作
ら
れ
、
そ
の
給
与
格

差
を
言
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
過
去
約
　20

％
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る

水
準
差
は
、　
％
を
切
っ
て

10

久
し
く
な
り
ま
す
。
特
に
今

回
の
人
勧
で
は
、
こ
れ
か
ら

の
職
場
の
担
い
手
で
あ
る
４

級
で
の
水
準
差
が
６
年
前
か

ら
１
・
３
ポ
イ
ン
ト
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
税
は
「
こ
れ
以
上
の

水
準
差
引
き
下
げ
は
許
さ
な

い
」
と
、
人
事
院
に
歯
止
め

を
か
け
る
闘
い
を
継
続
し
ま

す
。

　　　　＊図表５及び６については国公労新聞８月１０日号から転載

2015年人勧の税務水準差と過去の水準差比較（全国税調べ）
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い
よ
う
で
す
。

　
事
前
通
知
が
原
則
で
、
し

な
く
て
も
よ
い
の
は
、
相
当

の
不
正
が
見
込
ま
れ
、
証
拠

隠
滅
の
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、

厳
格
な
縛
り
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
無
通
知
事
案
は
１

０
０
％
不
正
が
想
定
さ
れ
る

事
案
で
す
か
ら
、
こ
の
数
字

は
、
極
め
て
低
い
も
の
で

す
。
　
も
っ
と
厳
密
に
考
え
て
、

こ
の
程
度
の
不
正
発
見
割
合

し
か
な
い
な
ら
、
無
通
知
事

案
を
減
ら
す
べ
き
で
し
ょ

う
。

〈
解
答
〉黒
1
か
ら
3
と
打
つ

の
が
好
手
段
。
白
４
に
黒
5

で
白
死
で
す
。
黒
１
で
２
は

白
1
黒
4
白
3
で
白
生
き
。

黒
1
で
３
は
白
イ
黒
2
白
ロ

で
コ
ウ
。
白
４
で
５
な
ら
黒

4
で
白
死
で
す
。

職
場
内
外
の
声
・
情
報
・

出
来
事

【
東
海
・
名
古
屋
中
村
分

会
】

有
料
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
が
平
成
　
年
度
か
ら

27

有
料
に
（
自
己
負
担
５
０

０
円
）。
理
由
が
、
税
金

を
使
っ
て
い
る
。
当
局
だ

け
が
無
償
実
施
等
が
理
由

だ
そ
う
で
す
。

　
世
知
辛
い
時
代
で
す

ね
。「
そ
の
う
ち
全
額
支

払
い
に
な
る
の
で
は
」
な

ど
の
声
。

　
％⇔

７
％

19　
個
人
課
税
か
ら
「
実
地

調
査
事
績
表
等
分
析
特

集
」
な
る
Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル

が
回
覧
さ
れ
た
。
内
容

は
、
平
成
　
年
７
月
か
ら

26

平
成
　
年
３
月
ま
で
の
約

27

４
０
０
枚
の
分
析
で
す
。

　
特
に
「
事
前
通
知
の
有

無
」
の
項
目
で
は
、
事
前

通
知
無
し
で
調
査
を
行
っ

た
場
合
の
事
績
表
の
提
出

割
合
が
約
　
％
、
事
前
通

19

知
有
り
の
提
出
割
合
約
７

％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
重
加
算
税
対

象
所
得
金
額
も
良
好
な
結

果
と
な
っ
て
い
ま
す
。」

「
通
則
法
改
正
の
中「
予
見

可
能
性
」
と
ど
う
折
り
合

う
か
、
数
字
の
羅
列
だ
け

で
は
ど
う
か
と
思
い
ま

す
」
の
声
あ
り
。

無
通
知
事
案
を

　
減
ら
す
べ
き

　
個
人
課
税
課
は
、
通
則

法
を
全
く
理
解
し
て
い
な

「
目
が
点
」
状
態

【
東
海
・
岐
阜
支
部
『
ぎ
ふ
』】

職
場
の
声
よ
り

　
お
盆
休
み
も
終
わ
り
一
呼

吸
の
こ
の
時
期
、
現
場
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
職
場
の
声
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

Ａ
　
異
動
に
な
っ
た
調
査
担

当
統
括
官
、
統
括
官
の
事
案

で
あ
る
た
っ
た
１
件
の
税
理

士
事
案
を
選
定
も
せ
ず
、
の

う
の
う
と
異
動
し
て
行
き
ま

し
た
。
報
告
が
あ
る
た
め
後

任
者
が
気
づ
き
ま
し
た
。
６

月
に
入
っ
て
か
ら
大
し
た
こ

と
し
て
な
い
よ
う
に
見
え

た
が
、
い
く
ら
調
査
や
り

た
く
な
い
と
は
い
え
無
責

任
極
ま
り
な
い
で
す
。

　
選
定
の
打
ち
合
わ
せ
の

時
に
平
職
員
に
自
分
で
選

定
す
る
よ
う
促
さ
れ
た
時

に
は
「
わ
か
り
ま
し
た
。

自
分
が
や
り
ま
す
」
と

言
っ
て
い
た
の
に
。

　
お
ま
け
に
、
７
月
１
～

９
日
の
事
務
日
誌
も
付
け

て
い
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
　
一
時
流
行
し
た
「
や
る

や
る
詐
欺
」
だ
な
。

Ｂ
　
研
修
で
署
長
か
ら
。

「
高
い
目
標
を
掲
げ
、
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
め
ざ
し
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
サ
ブ
か

ら
「
私
は
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
で
も
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で

も
ど
ち
ら
で
も
良
い
と
思

い
ま
す
…
…
」
と
挨
拶
。

　
横
に
い
た
署
長
は
「
目

が
点
」状
態
だ
っ
た
な
ぁ
。

『第５４回山のつどい』開催される

血
と
汗
の
登
山
で
し
た

　
一
日
目
、
Ｊ
Ｒ
三
瀬
谷
駅

に
集
合
し
た
登
山
グ
ル
ー
プ

　
名
を
出
迎
え
た
の
は
雷
雨

14だ
っ
た
。
地
元
の
御
婦
人
の

話
で
は
「
こ
こ
は
雷
の
通
り

道
で
珍
し
く
な
い
」
と
の
事

だ
っ
た
が
、
参
加
者
か
ら
は

中
止
の
声
も
あ
が
る
ほ
ど
の

土
砂
降
り
。

　
バ
ス
で
大
杉
谷
登
山
道
入

り
口
に
到
着
し
、
昼
食
を
終

え
登
山
を
開
始
後
は
雨
も
あ

が
っ
た
（
参
加
者
の
日
ご
ろ

の
お
こ
な
い
の
良
さ
か
？
）。

　
登
山
道
は
渓
谷
沿
い
に
あ

り
大
日
ク
ラ
か
ら
鎖
場
と

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
連
続
、
よ

く
こ
ん
な
岩
を
削
っ
て
登
山

道
を
作
っ
た
も
の
だ
と
感
心

し
た
。
何
本
か
の
吊
り
橋
を

渡
り
千
尋
滝
を
経
て
ニ
コ
ニ

コ
滝
へ
到
着
。
豪
雨
後
も
あ

　第５４回山の集いが、8月6日（木）～ 8月8日（土）三重県日出ヶ岳（１，６８５ｍ）を中心とし
た大台ケ原で開催され、東京地連・関信地連・近畿地連の組合員や組合員ＯＢなど２１名が
参加しました。

り
、
高
低
差
　
メ
ー
ト
ル
を

50

流
れ
落
ち
る
滝
は
圧
巻
だ

（
写
真
）。
渓
谷
美
と
滝
を
見

る
た
め
に
先
人
た
ち
が
登
山

道
を
切
り
開
い
て
く
れ
、
感

謝
し
た
。

　
た
だ
、
山
ヒ
ル
に
か
ま
れ

出
血
は
す
る
し
、
豪
雨
後
の

多
湿
高
温
の
中
の
登
山
で
参

加
者
は
グ
ロ
ッ
キ
ー
気
味
。

ま
さ
に
血
と
汗
に
じ
む
と
は

こ
の
こ
と
。

　
７
時
間
か
け
「
桃
の
木
山

の
家
」
に
到
着
し
た
こ
ろ
は

夕
闇
と
の
勝
負
、
何
と
か
到

着
し
入
浴
後
の
ビ
ー
ル
は
う

ま
か
っ
た
！

　
二
日
目
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
ヒ
ル
も
い
な
く
な
り
、

七
ツ
釜
滝
か
ら
堂
倉
滝
ま
で

４
つ
の
滝
を
下
か
ら
上
か
ら

見
な
が
ら
満
喫
（
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
は
き
つ
か
っ
た
が
）。

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
平
は
ハ
イ
キ
ン

グ
気
分
で
通
過
し
た
が
、
最

後
の
難
関
日
出
ヶ
岳
山
頂
へ

の
高
低
差
２
０
０
ｍ
は
８
時

間
登
っ
て
来
た
者
に
と
っ
て

試
練
だ
っ
た
。

　
山
頂
か
ら
富
士
山
が
見
え

る
ら
し
い
が
残
念
だ
が
方
角

し
か
わ
か
ら
ず
、
大
台
ケ
原

に
下
山
。
大
台
ケ
原
周
辺
満

喫
組
の
仲
間
と
合
流
し
た
。

　
夜
は
保
養
セ
ン
タ
ー
美
桜

へ
。
温
泉
に
入
り
、
地
元
の

組
合
員
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
宇
陀
市

の
話
を
聞
き
、
お
の
お
の
の

感
想
を
語
り
な
が
ら
交
流
し

た
。

２日目山頂を目指す参加者（桃の木山の家前にて）

　
公
務
員
は
戦
前
、「
天
皇
の
官
吏
」
と
し
て
国
民
を
侵
略
戦

争
に
駆
り
立
て
る
役
割
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ま
、
公
務

労
働
者
は
憲
法
　
条
で
規
定
さ
れ
た
憲
法
尊
重
擁
護
の
義
務

99

を
負
う
と
と
も
に
、
国
民
の
く
ら
し
と
平
和
を
守
る
た
め
の

責
務
が
あ
り
ま
す
。「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
に
反
対
し
、
憲

法
９
条
を
守
り
抜
く
た
め
集
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　
全
国
税
は
沖
縄
国
公
労
全

税
支
部
と
と
も
に
、
組
合
差

別
解
消
を
長
官
交
渉
で
強
く

要
求
し
て
き
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
全
税
支
部
組
合
員
に

は
４
級
高
位
号
俸
者
へ
の
５

級
昇
格
及
び
６
級
ポ
ス
ト
要

求
が
実
現
せ
ず
差
別
が
温
存

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
沖
縄
だ
け
が
一

方
的
に
局
間
交
流
を
受
け
入

れ
て
い
る
現
状
は
、
沖
縄
の

職
員
軽
視
だ
」
と
、
５
月
の

長
官
交
渉
で
追
及
し
た
結

果
、
他
局
か
ら
の
転
入
職
員

が
実
質
１
名
減
り
、
沖
縄
か

　
管
理
運
営
部
門
の
定
員
が

各
局
と
も
激
減
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。
背
景
に
は
定

員
削
減
を
内
部
事
務
に
押
し

付
け
る
国
税
庁
の
内
部
事
務

軽
視
の
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。

　
現
場
の
管
運
や
内
部
事
務

担
当
職
員
の
声
は
、「
こ
れ

以
上
人
を
減
ら
さ
れ
た
ら
内

部
事
務
が
破
た
ん
す
る
」
と

の
危
機
感
で
す
。

　
管
運
部
門
へ
の
専
科
生
一

律
配
置
を
含
め
、
内
部
事
務

軽
視
の
事
務
運
営
改
善
を
長

官
に
求
め
ま
す
。

ら
６
級
ポ
ス
ト
で
他
局
に
転

出
し
た
職
員
が
１
名
あ
り
若

干
要
求
が
前
進
し
ま
し
た
。

　
管
理
運
営
部
門
の
定
員

　
　
　
　
　
各
局
で
激
減

　
７
月
人
事
発
令
若
手
抜
擢

　
　
　
中
高
年
切
り
捨
て
人
事
温
存

　
７
月
　
日
人
事
発
令
に
つ
い
て
は
、
全
国
税
の

10

各
地
連
が
分
析
中
で
す
が
、
現
在
ま
で
把
握
し
て

い
る
傾
向
を
掲
載
し
ま
す
（
全
国
税
調
べ
）。

　
沖
縄
事
務
所
へ
の

　
　
局
間
交
流
若
干
改
善

宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
歳
以
上
切
り
捨
て

50　
６
級
ポ
ス
ト
発
令
に
つ
い

て
は
、
ト
ッ
プ
は
普
通
科
　53

期
、
専
科
　
期
に
発
令
さ
れ

29

た
反
面
、
退
職
を
来
年
３
月

に
迎
え
る
期
別
の
職
員
に
は

全
く
発
令
さ
れ
ず
、
例
年
同

様
に
切
り
捨
て
ら
れ
ま
し

た
。
　
各
局
の
発
令
数
、
カ
ッ
コ

内
は
前
年
。
札
幌
局
　
人
53

（
　
人
）仙
台
局
　
人（
　
人
）

52

69

67

関
信
局
１
３
０
人
（
１
２
７

人
）
東
京
局
2
9
4
人
（
２

９
３
人
）
名
古
屋
局
１
４
３

人
（
１
２
９
人
）
金
沢
局
　51

人
（
　
人
）
大
阪
局
１
８
５

44

人
（
１
８
５
人
）
と
高
松
局

　
人
と
、
金
沢
・
名
古
屋
局

27で
増
加
し
た
ほ
か
、
大
阪
局

以
外
は
横
ば
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
阪
局
は
平
成
　
年
25

２
２
９
人
の
発
令
か
ら
、

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
一
般
上
席
か
ら

の
発
令
数
は
、
札
幌
局
６

人
、
仙
台
局
　
人
、
関
信
局

22

　
人
、
東
京
局
１
１
１
人
、

34名
古
屋
局
　
人
、
金
沢
局
　

71

19

人
、
大
阪
局
　
人
、
高
松
局

71

７
人
で
仙
台
局
・
名
古
屋
局

で
は
増
加
し
た
も
の
の
、
関

信
局
・
大
阪
局
で
は
減
少
し

ま
し
た
。
6
級
ポ
ス
ト
昇
任

待
ち
層
が
増
加
す
る
中
こ
の

ま
ま
で
は
「
退
職
ま
で
に
全

員
6
級
」
昇
格
が
ま
す
ま
す

困
難
に
な
り
ま
す
。

女
性
登
用
進
ま
ず

　
女
性
6
級
ポ
ス
ト
昇
任
は

札
幌
局
4
名
、
仙
台
局
　11

名
、
東
京
局
　
名
、
名
古
屋

45

局
　
名
、
大
阪
局
　
名
、
高

27

45

松
局
3
名
の
発
令
が
あ
り
ま

し
た
が
、
年
次
採
用
者
は
切

り
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
副
署
長
、
総
務
課
長
や

1
統
括
官
へ
の
発
令
も
あ
り

ま
す
が
、
女
性
登
用
目
標
達

成
に
は
程
遠
い
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
前
年
６
級
以

上
在
職
率
は
5
・
4
％
）

全国で列島騒然の行動実施

合　計高松局大阪局名古屋局関信局東京局

     5,348     206     1,249       843        913    2,137平成21年

     5,143     196     1,183       821        896    2,047平成27年

    △ 205   △ 10      △ 66     △ 22     △ 17    △  90減 少 数

管理運営の定員比較表
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